
本誌編集委員を２０１８年に拝命し

て，任期は残すところ約半年とな

りました．私の所属（豊橋技科大）は名古屋に比較的近く，

また運よく編集委員会の開催日に他の予定が入ることが少

なかったので高出席率を自負しています．それもあって

か，任期後半では思いがけず副主査を務めることになりま

したが，諸先生方のお力添えをいただきながら業務を進め

ております．引き続きどうぞよろしくお願いいたします．

さて，この冊子が皆様のお手元に届く頃には次年度学生

の研究室配属があり，学生の入れ替えがある大学がほとん

どかと思います．学生の立場からすれば，希望の研究室に

入れるか，先生や先輩との相性はどうか，など一喜一憂が

あり，教員側としても優秀な学生や第一希望の学生を増や

すにはどうしたらよいか，もしかしたら研究よりも難解な

テーマと思われている先生もいらっしゃるかもしれませ

ん．幸いにしてこれまで我々の研究室では自ら望んで参加

している学生が多いのですが，全員が「研究が面白い」と

思っているわけでもなさそうです．私としては，多少成績

が悪くても，研究にやりがいや面白さを感じて熱心に取り

組む学生を望んでいますが，そうではない学生がいるとい

うことは研究の面白さが十分に伝わっていないのではと感

じています．目の前のスマホに向かえばゲームやSNSなど

いろいろな誘惑がある今，険しいけれどそれらに勝る魅力

的な研究をしていること（少なくとも自分はそう思ってい

る）をどう伝えていくか模索しています．ちなみに，私が

学生のときはじゃんけんに２連敗して，それまで眼中にな

く見学すらしなかった研究室を消去法で選びました．それ

が紆余曲折を経て今に至るわけですからわからないもので

す．あの２連敗がなければこの文章を書くこともおそらく

なかったでしょう．ともあれ学生にとっても研究室にとっ

ても将来に関わるかもしれない一大イベント，どんな結果

が待っているでしょうか． （栗田弘史）
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